
Koga Implant Tutorial
EAO前会長

Dr. Franck Renouard来日!!

2010年６月20日（日）午前10時～午後4時半

Dr. Franck Renouard
フランス パリ開業
前EAO: European Association 
for Osseointegration会長

古賀 剛人
千葉市開業
神奈川歯科大学横浜クリニック
新潟大学歯学部
非常勤講師

開催日時：２０１０年６月２０日（日）　午前10時～午後4時半
開催場所：東京国際フォーラム　ホールD７

参加費： 事前申込（５月15日まで） 26,000円　以降 30,000円
〒100-0005 東京都千代田区丸の内3丁目5番1号　代表 : 03-5221-9000 

協賛：

主催／申し込み：

(株)インプラテックス振込先：千葉興業銀行　幕張テクノガーデン支店　普通１７０８１０１

古賀 インプラント チュートリアル　担当：望月
千葉市美浜区中瀬１－３　幕張テクノガーデン CD ‒ 3

Fax: 043-274-6481   E-mail: kit1989@fiberbit.net

名義：医）玄同会（ゲンドウカイ）　理事長　古賀　剛人（コガ タケト）

大島 勇人
新潟大学・医歯学系・教授
口腔解剖学

古賀　剛人

　上顎臼歯部のインプラントは、上顎洞の存在と軟らかい骨質により難易度の高い部位とされています。骨量が不足した場合は、

近年、上顎洞内への骨移植が行われるようになりました。その結果、インプラント治療の適応は大きく広がったと言えます。一方で、

骨造成手術は、グラフトによる感染などの偶発症リスクや治療期間の延長が伴います。すなわち、患者への大きな負担を与える側

面が否定できません。

　Dr. Renouardは、EAO会長時代にコンセンサス会議を主催し、ショートインプラントの意義に関するレポートをまとめるリーダー

を務めました。ショートインプラントの生体力学的側面に関する研究も発表しており、この分野では世界的エキスパートです。

　今回の特別講演会は、上顎臼歯部のインプラントに際し、骨量や骨質による治療計画の判断基準を問うものです。ショートイン

プラントとサイナス・グラフトの治療選択を行うのか、Dr. Renouardに日本の臨床医と研究者を加えて、本音で議論をしたいと思い

ます。これからのインプラント臨床に大きな示唆を与える議論になることを期待いたします。

Dr. Franck Renouard 来日記念講演会
上顎臼歯部へのインプラントの判断基準／ショートインプラントの限界とサイナス・グラフト

座長： 演者：
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Dr. Franck Renouard 来日記念講演会 2010年６月20日（日）

※申込書に記載される情報は当講習会への登録・連絡に使用致します。送付物受取が可能なご住所をお書き下さい。尚、頂いた個人情報は資料及び情報提供以外の目的には使用致しません。

春日井 昇平
東京医科歯科大学
 インプラント科教授


